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Ｏ－４－１ 

関節リウマチ患者における健康食品利用者の特徴 

Characteristics of Health Food Users among Patients with Rheumatoid Arthritis 
 

高瀬恵美子 1)，生山祥一郎 1),2)，徳永 章二 3)，織部 元廣 4)，西村 純二 2) 

 

１）九州大学病院別府先進医療センター 栄養管理室，２）同 免疫・血液・代謝内科 

３）九州大学大学院医学研究院 予防医学，４）織部リウマチ科クリニック 

 

  Based on the findings of our previous survey, we expanded the analysis to disclose characteristics of health food 
users among patients with rheumatoid arthritis (RA). Among total of 296 patients with RA, 60.5% of patients had 
experience of health food use, including current use and past use. Rate of total users in female patients was 
significantly higher than in male patients. Users were significantly younger than non-users in female patients. Rate 
of total users increased as duration of the disease increased, from 50.0% in patients with 5>year to 86.4% in patients 
with 15~20>year duration of the disease. Rate of current users in 5>year patients was 66% and significantly higher 
than 5<year patients. Particularly, rate of current users in 1>year patients was 73.3% and most of them did not 
disclose the use to their attending physicians. Alleviation of RA symptoms and/or promotion of their health were the 
efficacy which users highly expected. 
 
【目的】 
 関節リウマチ(RA)は関節滑膜を主座とする自己免疫機序による炎症により関節破壊をきたす慢性炎症

性疾患である。抗リウマチ薬，生物学的製剤などによる治療が行なわれるが，関節の腫脹，疼痛など自覚

症状が長期間持続するため，種々の補完代替医療を利用する患者も多く，私どもは昨年の本学会において，

大学病院受診中の RA 患者の半数に健康食品／サプリメントの利用経験があることを示した。今回の解析

は，リウマチ専門医を受診中の患者で健康食品を利用している者の特徴を明らかにすることを目的とした。 
 

【方法と結果】 
 九大病院別府先進医療センター（平成 18 年 7 月）および織部リウマチ科クリニック（同 10 月）に定期

的に受診中で，上記の 1 ヶ月間にアンケートへの協力が得られた RA 患者 296 名（女性 248 名 58.6±12.5
歳，男性 48 名 62.7±11.4 歳）より無記名の調査票を回収した。対象は ARA の RA 診断基準を満たし，調

査時点で抗リウマチ薬，抗 TNFα療法，ステロイドホルモン，NSAIDs などにより治療中の患者である。

解析対象患者の男女比は 5:1 で本邦の RA 発症率にほぼ合致し，年齢は女性で有意に若かった。調査時点

で何らかの健康食品を利用しているか(current user)または過去に利用経験がある(past user)患者は 179 名

(60.5%)で，女性 63.7%(158/248)に対し男性 43.8%(21/48)と女性での割合が有意に高かった。また，女性で

は利用経験のある者がない者より有意に若かった（56.5±12.0 歳 vs 62.2±12.5 歳）。全患者を罹病期間 5
年毎に階層化すると，利用経験のある者の割合は 5 年未満で 50.0%，5〜10 年未満 61.8%，10〜15 年未満

71.1%，15〜20 年未満 86.4%と増加の傾向を示したが，20 年以上では 50.0%であった。一方，利用経験者

のなかで current user の割合は罹病期間 5 年未満では 66%で，5 年以上の階層に比べると有意に高かった。

全経験者の 72.3%は利用について担当医に相談していなかった。とくに罹病期間 1 年未満の患者 15 名で

みると，current user は 73.3%で，医師への告知は皆無（無回答 2 名）であった。利用した健康食品は植物・

緑藻類成分 44.1%，軟骨成分 40.8%，ビタミン類 31.3%の順に多く，一方，魚油・植物油成分の利用は 10.1%
であり，55%の利用経験者が複数の食品を利用していた。健康食品に期待した効果は RA 症状の軽減が

35.2%，健康増進が 34.6%，栄養補給 19.0%で，RA の治癒と答えたものは 7.8%であった。 
 

【結論】 
 この解析から，1)専門医に受診している RA 患者の 60%に何らかの健康食品利用の経験があり，経験者

は女性に多く，患者のなかでは比較的に若い年齢層である，2)罹病期間が長くなるにつれて利用経験者は

増加するが，current user の割合は 5 年未満の患者で高い，3)conventional な RA 治療が開始されて間もない

罹病期間 1 年未満の患者でも半数は利用経験を持ち，しかも医師には知らせずに利用している場合がほと

んどである，4)利用者は RA の治癒は期待しないまでも症状の軽減と健康増進を期待している，という特

徴が明らかになった。 
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